
　　　評価 【 B 】 保護者から「学校評価アンケート」への回答及び学校運営協議会評価

【アドミッション・ポリシー】（入学者受け入れ方針）　 【カリキュラム・ポリシー】（教育課程の編成・実施方針）
【社会性の育成】　　　評価 【 B 】 保護者から「学校評価アンケート」への回答及び学校運営協議会評価

【グラデュエーション・ポリシー】（育成を目指す生徒の資質・能力）
【チーム学校】　　　評価 【 C 】 保護者から「学校評価アンケート」への回答及び学校運営協議会評価

（評価）A：目標を十分に達成　　B：目標をほぼ達成　　C：やや不十分　　D：不十分

●自動採点システムやAI、グループ
ウェアを活用し、業務の効率化を図
る。
●業務内容を見直し、業務の30％削
減を目指す。
●活動指導者や学習支援員の継続し
た活用をする。

〇教職員間の意思疎通は図れている。生徒・
保護者対応に加えて補習や部活動で余裕の
ない状況である。
〇校内研修や委員会の月1回の実施
・不祥事防止委員会の実施回数：13回（3月12
日まで）
・処分事案１件発生（1月）

○Ｃ層以上の生徒(R7_4月からの増減）
　・2年：R7_11月93.0％（8.0％増加）
　・1年：R7_11月93.4％（0.2％増加）
○授業外学習時間は昨年度に比べて
減少（全学年の計）　2時間以上 ： 47人
（R6_64人）、ほとんどしない ：127人
(R6_25人）
○将来のための勉強をしている生徒の
割合は、
　・R7第2回 3年90.8%，2年90.6%，1年
89.5%
○国公立大合格者24名（3月9日現在）

●授業改善として、見方・考え方
を鍛えるために整理・形成・再構
築のサイクルを取り入れる。
●ICTの活用やペア・グループ学
習での発表活動など授業改善を
行い、主体的に学習に取り組む
生徒を育て、授業外学習を充実
させ、学力の向上につなげてい
く。
●論理コミュニケーションで身に
付けた知識・技能を、国公立大学
受験等の小論文や面接に活か
し、合格者を増加させる。

取
組
項
目

チ
ー
ム
学
校

重
点
項
目

学
力
の
向
上

★確かな学力
○基礎となる知識・技能
○思考力、判断力、表現力
○生涯にわたって学び続ける意欲
★自己の将来とのつながりを見通
した学び
○社会の形成に主体的に参画す
るために必要な資質・能力
○キャリアデザイン力（やりぬく力）

○Ｃ層以上の生徒の増加
　・1年：（ R7年４月）93.2 ％ →（ R7年11月目標）95％
　・2年：（ R6年４月）88.9 ％ →（ R7年11月目標) 95％
○授業外学習時間の増加
　・2時間以上  100人以上（R6第2回_64人）
  ・ほとんどしない  15人以下(R6第2回_25人）
○将来のための勉強をしている生徒の増加
　・県アンケート肯定的回答、3学年とも90%以上
　　　（R6第2回 3年93.2%，2年89.6%，1年91.3%）
○大学合格者
　・国公立大・難関大 40名以上（R6_44名、R5_32名）
〇心の指標アンケート
　・「失敗を恐れず挑戦」75％以上 (R6_67.9%)

1 学習支援員事業等を活用した、D層の生徒へ
の指導
2 ルーブリックによる評価やICTの活用等、授業
改善の推進による思考・判断・表現力の育成
3 「すらら」、「ClassPad.net」等を活用した自主学
習と連動した授業、定期的な課題の提供と小テス
トの実施
4 キャリアパスポート、まる手帳の活用による目標
の明確化と生徒の自己調整力の育成
5 探究活動の推進と発信力の育成

B

○Ｃ層以上の生徒
　・2年：（ R７_２年４月）85.0％（3.9ポイント減少）
○授業外学習時間は昨年度に比べて減少（全学
年の計）　2時間以上 ： 38人（R6_64人）、ほとんど
しない ：37人(R6_25人）
○将来のための勉強をしている生徒の割合は、
　・R7第1回 3年91.3%，2年90.8%，1年89.0%
○国公立大・難関大志望者47名と減少（9月末現
在）（R6希望者58名）
〇心の指標アンケートは、昨年とほぼ変わらな
い。
 ・「失敗を恐れず挑戦」第1回　67.2％

1 学習支援員事業等を活用した、D層
の生徒への指導の徹底。
2 校内研修や公開授業の実施及び参
加により、教科の本質や授業を観る眼
を鍛え、授業改善を推進する。
3 「すらら」等を活用した自主学習と連
動した授業や、課題や小テストの実
施。
4 キャリアパスポート、まる手帳の活用
5 探究活動を推進するとともに、プレゼ
ンの方法等発信力を育成する。

B

●業務に関して、複数でチェック
をするシステムをさらに強化して
いく。
●不祥事防止研修の内容を再検
討し、自分事ととらえる意識改革
をし、不祥事を起こさないよう徹底
していく。

働
き
方
改
革

★長時間勤務の解消
○ 分掌や教科で時短につながる業務内容
を見直す
○ 部活部指導員を活用した時間外業務の
削減

○現状課題
　年度始めと終わり、大学受験前の指導、週休日の部活動等で
時間外勤務が多くなる。一人に過度な負担がかかる業務分担
が固定化している。
○具体的な目標
・繁忙期に時間外勤務を短縮する業務の効率化
・業務を常に複数で行う組織と計画を作る

1 時間外勤務を前提とした一日の業務計画を立て
ない。
2 時間外勤務時間が通算で360時間を越えた翌月
から、時間外の諸活動を制限する。
3 指導者を複数名配置する部活動では、週休日に
全員が指導にあたる活動をしない。

C

〇年度始めは週休日の部活動、大学受験の指導等
で時間外勤務が多くなっている。
○業務を常に複数で行う組織づくりと業務の見直し
をしている。
〇教員数が減り、45時間以上の時間外勤務者は4月
20名（R6_15名）であり、昨年度より増加したが、その
後徐々に減少した。

1 自動採点システム等ICTを活用すること
により、業務の効率化を図る。
2 業務削減できるところを見直していく。
3 指導者を複数名配置する部活動では、
週休日に全員が指導にあたらない。

C

1「総合的な探究の時間」で、一人一台タ
ブレットを用いたグループ活動、探究の
成果物の作成や発表を実施し、論理的
な思考力を育む。
2 新聞記事活用と読書活動の活発化。

B

＜県オリジナルアンケート第2回＞
① 3年97.9%　2年 92.1%　 1年93.7%
②評価A以上は、１回目より16.1％増加
している。
　 第3回62.7%（←第2回37.8% ←第1回
11.7%)

取組のねらい【P】 現状と目標（評価指標）　

〇年度始めは週休日の部活動、大学受験の
指導等で時間外勤務が多くなっている。
○業務を常に複数で行う組織づくりと業務の見
直しをしている。
〇45時間以上の時間外勤務者は月平均10.5
名であり、昨年度より増加した。

具体的な取組内容　【D】

不
祥
事
防
止

★教職員の倫理観の堅持
○不祥事防止対策の徹底
○よりよい職場風土づくり
○教職員のメンタルヘルス
○不祥事発生時の適切な対応

○倫理観堅持のための具体的目標（指標）
〇不注意事案発生件数:０件
○校内研修の実施回数:12回
○不祥事防止委員会の実施回数:12回

1 一個人に業務の負担がかからないようにする。
2 職員会議では必ず不祥事防止のため、教職員が取り
組むべき事項の確認を行う。
3 運営委員会での分掌・学科・学年からの状況報告か
ら、事が起こる前に早期に対処策を共有する。

B

〇教職員間の意思疎通は図れている。生徒・保護者対
応に加えて補習や部活動に費やす時間が多く、余裕の
ない状況である。
〇校内研修や委員会の月1回の実施により、不祥事防
止に対する教職員の意識は向上している。
・不祥事防止委員会の実施回数：6回（9月末まで）

1 個人情報の取扱いには、細心の注意を払う。
2 校内研修会では具体的な事例を挙げ、意見
を出し合い、不祥事防止への意識を高める。
3 あらゆる事案に対して状況を早期に報告し、
対処策を共有する。

D

中間評価　【C】 中間評価後の取組内容【P・D】 年度末評価　【C】

1 公立２大学との連携した事業計画の立案・実施
2 高大連携事業に参加する生徒の増加
3 DXハイスクール事業の事業計画の立案・実施 A

①文学館での授業1回実施
　 大橋通り商工会との連携企画進行中
②③高大連携授業（国際協働入門）計4回のべ8
名参加、県立大学公開授業3名参加
④高知工科大学教授と連携授業2回実施

1 高大連携事業について生徒の参加を
促す。
2 DXハイスクール事業について地域や
大学との連携をさらに深める。

A

①文学館等での授業6回実施
　 大橋通り商工会との連携企画実行中
②③高大連携授業 計4回のべ8名参
加、県立大学公開授業3名参加
④高知工科大教授連携授業2回実施

●地域と協働した活動を通して、
立案・実施することによって社会
性を育成する。
●地域や公立２大学等との連携
を推進する。

●「総合的な探究の時間」におけ
る課題探究活動を見直しを図る。
●論理コミュニケーションで身に
付けた知識・技能を活かした表現
活動を、各教科で実践していく。

学
校
の
振
興

★学校の魅力化・特色化
○音楽科の取組の充実
○部活動の更なる活性化
○PTA、同窓会、県立大・工科大などとの
「縦と横」の連携の充実
○ホームページやSNSを活用した情報発信

○魅力化・特色化の具体的目標（指標）
・音楽科の志願者：20名（R6_12名）
・部活動の加入率：75%以上（R6_72.7％）
・実績ある文化系・体育系部活動を充実させ、全国
レベルの大会での上位入賞
○学校運営協議会等の実施回数：2回

1 定期演奏会やコンクール出場などの音楽科活動
の情報発信と、生徒募集に向けた体験入学や中学
校訪問等の取組
2 部活動指導員などの外部人材の活用等による活
性化
3 PTAや地域と共同した学校行事の実施
4 県立大・工科大との連携事業
5 SNSで学校や生徒の様子を、時間を置かずに発信

B

〇中学校での説明や音楽科生徒の演奏を行った。一日
体験入学参加予定者501名（R6_650名）、内音楽科27名
（R6_33名）
○部活動の加入率75.4%（R6_72.7%）
〇カヌー部：四国大会出場　女子団体・種目別入賞
    女子総合1位　全国総体種目別出場
〇音楽科生徒の全国総文祭への参加、合唱コンクール
四国大会出場

1 定期演奏会やコンクール出場などの音楽科活動
の情報発信と、生徒募集に向けた体験入学や中
学校での演奏を行う。
2 部活動指導員などの外部人材の活用等による
専門的な指導により部活動を活性化させる。
3  PTAや地域と共同した愛校活動や文化祭等へ
の参加を推進する。
4 SNS等での配信により、学校や生徒の様子を随
時発信していく。

B

〇中学校での説明や音楽科生徒の演奏を
行った。一日体験入学参加予定者501名
（R6_650名）、内音楽科27名（R6_33名）
○部活動の加入率75.4%（R6_72.7%）
〇カヌー部：四国大会出場　女子団体・種目
別入賞
    女子総合1位　全国総体種目別出場
〇音楽科生徒の全国総文祭への参加、合唱
コンクール四国大会出場

●音楽科の活動を、学校HPや公
式SNSを活用して積極的に校外
に発信する。
●部活動での成果を情報発信を
通して、参加率を上げる。
●PTA、同窓会、地域、公立２大
学等と連携し、教育活動への理
解と協力を継続していく。

教
科
横
断
的
教
育

【取組のねらい】
○学習の基盤となる言語能力や情報
活用能力の育成
○各教科の学びを実社会での課題発
見や解決に結び付ける力の育成

 ＜県オリジナルアンケート（R6の到達率）＞
①「学校の授業では、学んだ知識をもとに自ら考え、まとめ
たり、発表したりする」　　3年 95% (91.8%)  2年 95% (98.0%)
1年 95% (92.7%)
②論理的な思考から自分の意見を根拠を示して表現
　第3回論述力検定で評価A以上 60％（R6: 61.4%）

1「総合的な探究の時間」で、 ICTを活用して論理的
な思考力を育む
2 まる読オピニオンや読書活動から、新たな情報を
元に自分の意見をもつ
3 論理コミュニケーションによる論述力、発表力の育
成

B

＜県オリジナルアンケート第1回＞
①3年94.2%　2年91.5%　 1年91.0%
②評価A以上は、昨年度より若干増加して
いる。
　 第1回 11.7% (R6_11.0%)

見直しのポイント【A】

高知県
の教育
の基本
理念

（１）学ぶ意欲にあふれ、心豊かでたくましく夢に向かって羽ばた
　　 く人
（２）郷土への愛着と誇りを持ち、高い志を掲げ、日本や高知の
     未来を切り拓く人
（３）多様な個性や生き方を互いに認め、尊重し、協働し合う人

スクー
ル・ミッ
ション

　スケールメリットを生かして多様な教育課程や部活動の充実を図り、
特色ある拠点校として、各分野で活躍する人材を育成する。

　多様な学習活動や文化 ・芸術に触れる学びを通して、豊かな感性や幅広
い知識、論理的思考力を身に付け、よりよい社会の実現に貢献できる人材
を育成する。

【「夢の実現」に向けた進路指導の充実】　肯定的評価の割合　※（　） は、←Ｒ6年度←R5年度
問13　授業への満足度 79%（←74% ←80%) 　　問14　教材研究や教え方の工夫 81%（←78% ←82%)　　問15　進路希望に
応じた選択科目 85%（←81% ←83%)　　問16　基礎学力を含めた学力向上の取り組み 80%（←81%(←83%)　　問24　補習や
模擬試験など受験に必要な実力養成 87%（←85% ←85%)
〇学校としては学力向上や進路実現のために取り組んでいるが、目標値に達していないところがある。

○　「夢の実現」に向かって努力を継続することのできる生徒を募集します。
○　成長のため、チャレンジを繰り返すことのできる生徒を募集します。
○　多様な価値に対する寛容さと他者の人格を尊重する生徒を募集します。
○　地域社会に関心をもち、貢献する意欲のある生徒を募集します。

【豊かな人間性の育成】　肯定的評価の割合　※（　) は、←Ｒ6年度←R5年度
問18　社会のルールやマナーを守る態度の育成 85%（←86%←86%)　　問19　部活動の大切さを意識する機会の設定 65%
（←69%←72%）　　問20　人権を尊重する意識の育成 81%（←75%←80%)　　問25　学校行事の充実 92%（←93%←92%)
〇地域連携や地域貢献等をさらに深めて、さらに社会性を育成してほしい。

○　仲間と協働して課題解決する能力を育成します。
○　予測不可能な状況に対応できる思考力・判断力を育成します。
○　他人を思いやる心や感動する心を育成します。
○　自分の人権を守り、他者の人権を守るための意識や態度を育成します。

【チームで取り組む協働体制】　肯定的評価の割合　※（    ) は、←Ｒ6年度←R5年度
問4･7･8　学校満足度　91%（←92%←93%) ・ 83%（←83%←88%) ・ 77%（←71%←77%)　　問11　学校の情報提供 84%（←84%
←80%)　　問28･30　健康、安全に関する取組 74%（←75%←77%）・83%（←78%←78%)　　問29　生徒支援に関する取組 71%
（71%←72%)　〇学校としては取り組んでいるが、不祥事防止の取組と学校振興の取組をさらに強化してほしい。

社
会
性
の
育
成

★豊かな心、多様性・包摂性の尊
重
○豊かな人間性・道徳性・社会性
○他者への思いやり（地域・社会
貢献、ボランティア活動等も含む）

○ルーブリックの基本的な生活習慣関係項目  90%以上
 ＜県アンケート（R6の到達率）＞
①「社会をよくするために考える」　3年 80% (72.0%)  2年
70% (60.7%)  1年 60% (70.4%)
②「入学以降の学習によって、環境や社会の問題に対する
意識や行動に変化があった」 　3年 80% (77.4%)  2年 70%
(69%)  1年 60%((72.3%)
③「地域や社会をよくするために、地域貢献活動やボラン
ティア活動など、実際に行動している」　3年 85% (84.0%)  2
年 65% (62.7%)  1年 50% (46.5%)

1 ベル着や掃除の徹底、挨拶の励行や正しい制服
の着こなし指導の継続
2 互いが協力して目標の達成を喜び合う学校行事
や生徒会活動の実施
3 ボランティア活動、地域と連携できる活動の実施
4 自主・自律を促して社会への参加を意識付けさせ
る生活指導
5 ボランティア活動（防災活動、地域の活性化等）へ
の積極的な参加

B

○ 全学年生徒の自己評価において基本
的な生活習慣関係項目の到達率90%以上
＜県オリジナルアンケート第1回到達率＞
①　3年63.3%  2年66.7%  1年60.7%
②　3年77.0%  2年68.8%  1年53.8%
③　3年61.2%  2年39.7%  1年17.2%

1 ベル着や掃除の徹底、挨拶の励行などの
指導を、教科担当、ホーム担任と連携しな
がら進めていく。
2 文化祭等、互いが協力して目標の達成を
喜び合う学校行事や生徒会活動を実施して
いく。
3 ボランティア活動、地域と連携できる活動
をさらに増やしていく。
4 交通安全指導や愛校活動等を通じて、社
会への参加を意識付ける。

B

○ 全学年生徒の自己評価において基
本的な生活習慣関係項目の到達率90%
以上
＜県オリジナルアンケート第2回到達率
＞
①　3年74.0%  2年62.6%  1年53.2%
②　3年76.7%  2年72.7%  1年63.7%
③　3年74.0%  2年61.1%  1年41.3%
１回目よりは上昇しており、社会性が身
に付きつつある。

●社会に貢献したいとの意識は
あるが、行動につながっていな
い。「考えた」ことを「実際に行動
する」ための手だてを実践してい
く。
●仲間と協働する学校行事や地
域と協働した活動を通して、立
案・実施することによって社会性
を育成する。

地
域
協
働
学
習

【取組のねらい】
○生徒の社会的自立・社会参画に必要な
資質・能力の育成
○地域・関係機関との連携

① 地域との連携事業を3回以上実施
② 公立２大学との連携事業を3回以上実施
③ 高大連携事業に参加する生徒の数20名以上
④ DXハイスクール事業による高大連携を３回以上

学校番号 19          高知丸の内                高等学校 課程 全

学校関係者評価

【学力の向上】

育成を目指す資質・能力【P】 現状と目標（評価指標）　 具体的な取組内容　【D】 中間評価　【C】 中間評価後の取組内容【P・D】 年度末評価　【C】 見直しのポイント【A】
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○　新たな価値を創造し、論理的思考力を育む取組を実施します。
○　進路希望を実現するため、計画的なキャリア教育を実施します。
○　音楽や多様な文化に触れ、協調性や社会性を育む活動を実施します。
○　大学や地域と連携し、積極的に社会に参画する活動を実施します。

令和７年度 学校経営計画・学校評価 ■４月８日(火)提出 ■１０月２日(木)提 ■３月１３日(金)提出


